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障害なく , また B a r r ett 食道の 悪性化所見も認め

ず経過観察して い る.

今回, 最近の 報告で は稀な B a r r e 仕 食道潰癌の

1 例を経験した の で報告 した .

1 3 　 高 齢 者 食 道 癌 に 対 し 根 治 的 化 学 放 射 線 療 法 後

に S a l v a g e 手 術 を 施 行 し た 3 例 の 検 討
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【目的】 近年, 切除可能な食道癌に対 して も根治

的化学放射線療法 ( C R T) が積極 的に行われて い

る . 特に高齢者に対 して は侵襲が低い 根治的 C R T

を選択する傾向にあるが, 癌の 遺残などにより結

果的に S al v a g e 手術を選択する場合があ る . 当科

に おけ る高齢者 の S al v a g e 手術に つ い て報告す

る .

【対 象】7 0 歳以 上 で 癌遺残 ( p R) に 対す る

S alv a g e 手術を施行 した 3 症例が対象.

【結果】3 例と も右 開胸先行 で, 頭部郭清は施行

せ ず, 再建は後縦隔経路と した. 全例敦命的な術

後合併症 は なく , 術後在院期間44 - 49 日で元気

に退院 した . 3 例と も肉眼的 に は完全切除 ( R O)

で あ っ た が , 2 例で 病理組織学的に剥離断端陽性

( Rl) であ っ た .

【考察】s alv a g e 手術は侵襲が大き い わりに完全

切除率が低い ことか ら, 根治手術が可能な症例で

は高齢と い う理 由だけで根治 的 C R T と せ ず, 辛

術も選択で き る こ と を十分 に説 明する 必要が あ

る .

1 4 胃嚢胞の 1 切除例
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胃嚢胞の 1 例を経験 した の で報告する. 症例は

2 8 歳 の 女性で , 主訴 は心 背部痛で あ っ た . C T
,

M RI
,
上部消化管造影, 胃内視鏡検査 か ら, 胃壁

外に突出する胃体上部の 粘膜下腫癌と診断され,

超 音波内視鏡で は充実性腫癌が疑われた . G IS T

の 可能性も考えられた た め, 胃局所切除術を施行

する方針とな っ た . 切除標本で は , 腫癌は軟らか

い 嚢胞性病変で切開を加え ると 内容は黄褐色粘調

の貯留物で あ っ た . 病理所見で は胃の粘膜下 に胃

壁構造を持 っ た嚢胞を認めた . 胃嚢胞 は上皮性の

もの と して は多発性びまん嚢胞症, 胃重複症, 各

種ポリ ー プに共存する嚢胞状腺管などが あり, 非

上皮性の もの と して は リ ンパ 管腫 がある . 今回の

症例で は, 嚢胞 は粘膜及び固有筋層の構造を持 っ

て お り, 胃重複症 と考えられた . G IS T の 可能性

も考慮 し手術に至 っ た が , 胃粘膜下腫癌の 鑑別診

断と して 胃嚢胞も常に念頭に置く必要が ある と思

われる .

1 5 　 R a b e p r a z o l e に て H e l i c o b a c t e r  p y l o r i の 三

次除菌に成功したC Y P 2 C 1 9  h e t E Mの 1例
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症例は 4 7 歳, 女性. 主訴は心商都痛. 既往歴 :

3 6 歳時より十二指腸潰癌.

【現病歴】2 003/ 6/ 25 G IF で胃十二指腸潰癌が

再発を認め, O m e p r a z ol e 2 0 m g 内服 . 鏡検法で
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L a n s o p r a z ol e 6 0 m g ＋ C A M 4 0 0 m g ＋ A M P C

1 5 00 m g 7 日間の
一 次除菌を施行 . 9/ 3 0 心背部痛

出現 し, 十二 捌易潰癌 ( A 2) の再発を認め,
一
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